
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

共産党野洲市議団は、山下参院議員・清水前

衆院議員と県議、他市の議員らと９月１４日、生

徒数が３７１人にもなるマンモス化した野洲養護

学校を視察しました。校舎増築で１６１ｍを超えた

廊下を歩き、学校長からの説明を受けながら、各

教室を見て回りましたが、児童・生徒増に伴う新

設校設置が必要であることを実感しました。 

８
月
２９

日
か
ら
９
月
２６

日
ま
で
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２９
年
度
決
算
や
今
年
度
補
正
予
算
及
び
条
例
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
共
産
党
市
議
団
は
、
国
保
・後
期
高
齢
者
・介
護
保
険
決
算
に
つ
い

て
は
問
題
点
を
指
摘
し
反
対
。
そ
の
他
２６
議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。
ま

た
、
「
西
日
本
豪
雨
の
教
訓
か
ら
災
害
に
備
え
る
た
め
の
整
備
を
求
め
る

意
見
書
」な
ど
市
民
の
願
い
を
意
見
書
に
ま
と
め
３
本
提
案
し
ま
し
た
。 

平
成
２９

年
度
国
保
会
計
は
、

国
保
の
剰
余
金
が
２
億
１
５
０
０

万
円
と
な
り
、
そ
の
内
１
億
８
０
０

万
円
を
基
金
に
積
み
立
て
、
３０
年

度
末
で
４
億
円
に
な
り
ま
す
。 

 

国
保
制
度
は
、
３０
年
度
か
ら
県

に
移
行
す
る
た
め
、
医
療
費
の
支

払
い
の
た
め
に
、
多
額
の
基
金
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
も
そ
も
、
野
洲
市
の
国
保
税

は
県
下
の
市
町
で
も
高
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
国
保
税
は
均
等
割

が
あ
り
、
家
族
が
増
え
れ
ば
保
険

税
が
上
が
る
仕
組
み
で
あ
り
、
他

の
自
治
体
で
は
、
均
等
割
を
３
割

減
免
や
、
第
３
子
の
均
等
割
を
免

除
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
野
洲

市
で
も
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
た

め
に
基
金
を
使
う
べ
き
と
求
め
ま

し
た
。
し
か
し
、
市
は
「今
後
、
県
へ

の
納
付
金
の
動
向
も
あ
り
、
基
金

残
高
は
慎
重
に
見
極
め
た
い
」
と

答
弁
し
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
の

た
め
に
使
う
こ
と
を
拒
否
し
ま
し

た
。 今

後
も
市
議
団
と
し
て
引
き

下
げ
を
求
め
続
け
ま
す
。 

保護者との懇談会では「医療支援が必要で、親が送迎していて大変。しかし、子どもは学校

が好きで、笑顔を見ると何としても登校させてあげたい」と切実な声。又参加者からは「養護学

校の新設が必要」などの声も上がりました。山下議員は「どんな障がいがある子どもたちにも、

発達する権利がある。それを保障するのが社会の役割。政治の課題として取り組んで行く」と

激励しました。 

 

８
月
議
会
で
は
、
野
洲
市
民
病
院
事
業
会
計
の
補
正
予
算
と
前
年
度
決

算
、
ま
た
、
現
野
洲
病
院
を
市
立
病
院
に
移
行
す
る
た
め
に
、
病
院
職
員
の
給

与
や
定
年
に
関
す
る
条
例
の
制
定
・改
正
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
（
反
対
は
稲
垣
、
立
入
、
荒
川
議
員
）

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
市
民
病
院
は
来
年
７
月
に
市
立
病
院
と
し
て
移
行
し
、

２
０
２
０
年
４
月
に
新
病
院
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

日本共産党野洲市議団は８月議会で防災と暮らしにかか

わる３本の意見書を提案しました。しかし意見書は否決。

市民の願いを届けるのが議員の責務ではないでしようか。 

 
■西日本豪雨の教訓から災害に備えるための整備を求める意見書    

未曾有の災害をもたらした７月の西日本豪雨。共産党市議団

が提案した意見書は、国に対して、「防災に必要な予算の拡充、  

計画的な河川の浚渫や樹木伐採、急傾斜地崩壊対策」などを

求めたものです。野洲市議会では否決ですが、甲賀市議会では

同趣旨の意見書が全会派・全議員の賛成で可決されています。    

■学校給食並びに全ての乳幼児及び幼児の幼児教育に係る費用の無
償化を求める意見書    

全国に広がる学校給食の無償化を国として実施を。また、来

年１０月から非課税世帯や３歳以上の保育料の無償化が検討

されていますが、すべての乳幼児の無償化を求めたものです。 

■水道事業の民営化・広域化を進める水道法改正に反対を求める意 

見書    
民営化された海外例では、企業利益が優先され水道料金が

２．２５倍に大幅引き上げ。市民から大きな批判が高まり、一度

は民営化したものの再度公営化。料金が引き下げされました。 

野並享子  北野１-7-10     （電話・ＦＡＸ）５８７－０９８５ 

東郷正明  比江８６４        （電話・ＦＡＸ）５８９－４１５８ 

工藤義明  小篠原８７９        （電話・ＦＡＸ）５８８－１８５６ 



 

文教福祉常任委員

会委員長。都市基

盤整備特別委員会

副委員長。 

 

大
阪
北
部
地
震
で
通
学
路
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
で
小
学
校
児
童
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
野
洲
市
で
も
公

共
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
点
検
を
実

施
し
た
が
、
通
学
路
な
ど
民
間
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
点
検
は
実
施
し
た
の
か
。 

緊
急
度
の
高
い
通
学
路
に
つ
い

て
は
調
査
し
た
結
果
、
１
０
か
所
の

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
把
握
し
た
。
通

学
路
以
外
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、

２
か
所
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。 

 

守
山
市
、
草
津
市
、
栗
東
市
で
は

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
・改
修
に

補
助
を
実
施
し
て
い
る
。
野
洲
市
で

も
実
施
す
べ
き
。 

 

国
で
補
助
制
度
の
検
討
が
さ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
の
内
容
を
確
認
し

て
制
度
の
検
討
を
し
た
い
。 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
安
全
対
策
を 

台
風
で
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
倒
壊

し
て
い
る
。
設
置
年
数
の
記
録
台
帳

は
あ
る
の
か
。 

 

シ
ス
テ
ム
の
中
で
地
図
・写
真
は

あ
る
が
設
置
時
期
の
記
録
は
な
い
。 

 

設
置
時
期
も
記
録
す
べ
き
。
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
に
も
管
理
番
号
を
つ
け

る
べ
き
。 

 

管
理
番
号
、
連
絡
先
を
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
に
明
示
す
る
。 

予算常任委員会委

員長。総務常任委員

会委員長。議会改革

推進特別委員会。 

 

午
後
は
日
陰
で
も
４０

度
を
超
え
る

猛
暑
の
中
、
夏
休
み
は
学
童
保
育
の
子

ど
も
達
も
利
用
す
る
。
ま
た
災
害
時
に

は
避
難
所
に
も
な
る
。
学
校
体
育
館
に

ク
ー
ル
フ
ァ
ン
の
設
置
を
す
べ
き
。 

 

学
童
保
育
室
内
に
空
調
も
あ
り
工

夫
し
て
ほ
し
い
。
避
難
所
は

一
時
的
な

も
の
で
、
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。 

 

年
次
計
画
で
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
の

設
置
が
必
要
で
あ
る
。 

 

中
学
校
は
大
型
送
風
機
で
対
応
し
て

い
る
。
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て

い
る
の
は
全
国
で
１・２
％
で
あ
り
、
計
画

の
予
定
は
な
い
。 

 

管
理
不
全
の
空
き
家
は
何
件
か
。

そ
の
内
、
使
用
可
能
な
空
き
家
は
何

件
か
。 

管
理
不
全
は
２３
件
。
使
用
可
能
な

空
き
家
は
把
握
し
て
い
な
い
。 

 

空
き
家
バ
ン
ク
を
設
置
し
て
い
る
自

治
体
は
全
国
４
割
で
７
６
３
自
治
体
。

準
備
中
が
２
７
６
自
治
体
で
あ
り
、
野

洲
市
で
も
検
討
す
べ
き
。 

県
内
で
は
１４
バ
ン
ク
。
成
立
も
少
な

く
、
民
間
に
ゆ
だ
ね
た
い
。 

【
そ
の
他
】
全
国

一
斉
学
力
テ
ス
ト
は

教
育
と
無
縁
で
あ
り
廃
止
す
べ
き
。 

生
活
保
護
世
帯
の
エ
ア
コ
ン
購
入
費

に
５
万
円
の
支
給
を
す
る
国
通
知
が
出

さ
れ
た
。
し
か
し
、
対
象
は
４
月
以
降

の
新
た
な
受
給
世
帯
の
み
。
４
月
以
前

の
生
保
世
帯
も
対
象
に
す
る
こ
と
や
、

負
担
増
と
な
る
電
気
料
金
に
つ
い
て
夏

季
加
算
の
実
施
を
国
に
要
請
さ
れ
る
こ

と
。
市
独
自
の
補
助
も
検
討
を
。    

世
帯
構
成
に
お
い
て
１
台
で
は
十
分

で
な
い
面
も
あ
り
、
適
用
の
拡
大
も
必

要
か
と
考
え
、
国
・県
に
伝
え
た
い
。
市

は
保
護
の
実
施
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら

独
自
の
補
助
制
度
は
適
当
で
な
い
。 

        

流
域
に
は
、
野
洲
川
ダ
ム
、
青
土
（お

う
づ
ち
）ダ
ム
の
他
に
頭
首
工
が
あ
り
、

青
土
ダ
ム
以
外
は
灌
漑
目
的
で
す
が
、

ダ
ム
か
ら
緊
急
放
流
が
行
わ
れ
る
場
合

に
は
、
野
洲
市
に
ど
の
よ
う
な
事
前
連

絡
が
あ
り
、
安
全
対
策
が
計
画
さ
れ
て

い
る
の
か
。 

規
定
に
よ
る
と
放
流
１
時
間
前
に
甲

賀
市
エ
リ
ア
と
県
の
方
に
連
絡
が
行
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
野
洲
市
に
は
琵
琶

湖
河
川
事
務
所
経
由
で
、
水
位
上
昇

等
が
あ
る
場
合
に
は
情
報
が
入
る
。 

【そ
の
他
】
土
砂
災
害
対
策
に
つ
い
て
。 

    

環境経済建設常

任委員会副委員

長。議会だより編集

委員。 

主な議案・意見書の態度主な議案・意見書の態度主な議案・意見書の態度主な議案・意見書の態度（〇＝賛成、●＝反対。所属会派は９月２６日時点）            
８月議会では市長から３０議案が提案され、その内、共産党市議団は市民負担強化の平

成２９年度国保・後期高齢者・介護保険の決算と家庭保育事業の条例改正など４件に反対
し、その他の２６議案に賛成しました。家庭教育支援法制定の意見書に反対しました。 
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件件件件                名名名名    提案者 可否 共産党 公明党 みらい野洲 保守協商 新誠会 自民創政会 無 

 野洲市民病院に関する補正予算及び決算、条例改正と制定など６議案 市 長 可 ○○○○    ○○○○    ○○○○     
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長    

○○○○    ○○○○    ○○○○    ●●●●    〇〇〇〇    ○○○○    ○○○○    ○○○○    ○○○○    ○○○○    ●●●●    ●●●●    〇〇〇〇    

国民健康保険事業特別会計決算（高い国保税の一方で４億円のため込み） 市 長 可 ●●●●    ●●●●    ●●●●    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    

後期高齢者医療特別会計決算（低所得者層への減免を縮小し負担強化） 市 長 可 ●●●●    ●●●●    ●●●●    ○○○○    ○○○○    ○○○○    ○○○○    〇〇〇〇    ○○○○    ○○○○    ○○○○    ○○○○    ○○○○    ○○○○    ○○○○    ○○○○    

介護保険事業特別会計決算（要支援を介護保険から外してサービスを後退） 市 長 可 ●●●●    ●●●●    ●●●●    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例改正 市 長 可 ●●●●    ●●●●    ●●●●    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    

家庭教育支援法の制定を求める意見書（国が家庭教育に介入する内容） 新誠会 可 ●●●●    ●●●●    ●●●●    〇    〇    〇    〇    ●●●●    〇    〇    〇    〇    〇    〇    〇    ●●●●    

西日本豪雨の教訓から災害に備えるための整備を求める意見書   共産党 否 ○○○○    ○○○○    ○○○○    ●    〇    〇    ●●●●    〇〇〇〇    ●    ●    ●    ●    ●    ●●●●    ●    〇〇〇〇    

水道事業の民営化・広域化を進める水道法改正に反対を求める意見書 共産党 否 ○○○○    ○○○○    ○○○○    ●    ●    〇    ●●●●    〇    ●    ●    ●    ●●●●    ●    ●    ●●●●    〇    

学校給食並びに乳幼児及び幼児の幼児教育費用無償化を求める意見書 共産党 否 ○○○○    ○○○○    ○○○○    ●●●●    ●    〇    ●●●●    〇    ●    ●    ●    ●●●●    ●    ●    ●●●●    〇    

 


